
 
 

 

銀行名 山梨中央銀行 

タイトル 山梨中銀ツーリズム支援デスクの設置について 

取組み内容 

【取組み経緯】 

東京圏に隣接している山梨県は、富士山、八ヶ岳をはじめとした自然景観、ワイ

ン・日本酒、フルーツ、歴史・文化といった豊富な観光資源に恵まれており、県内

を訪れる観光客は年々増加傾向にある。 

観光は、宿泊業のみならず、小売業や飲食業等さまざまな業種が関係し、幅広い

分野・産業に大きな経済的インパクトを与えていることから、観光立県を掲げる山

梨県においては、地域経済活性化のための有望な分野である。 

こうした幅広い業種が関係するツーリズム関連産業への支援を強化するため、平

成27年8月に「ツーリズム支援デスク」を設置し、営業統括部公務・地方創生室

内に専担者２名を配置した。 

 

【具体的な取組み内容】 

この「ツーリズム支援デスク」による支援の一環として、以下の取組みを実施し

ている。 

（１）旅行業界経験者を「観光アドバイザー」として招請し、取引先企業や地公体

からの個別相談に応じ、課題解決に向けた助言・提言を実施。 

（２）都内店舗における観光情報の発信のほか、SNSによるツーリズム関連情報の

発信。 

（３）セミナーの開催や免税店登録のサポートなどの情報提供。 

（４）山梨県、県内大学と連携した小売店、飲食店等への英会話サポートの実施。 

（５）各市町村の観光施策や峡東ワインリゾート構想のような広域観光施策への金

融機能を活用した支援。 

 

 



 
 

 

銀行名 山梨中央銀行 

タイトル 地場産品に対する行員の知識向上 

取組み内容 

【取組み経緯】 

地場産品であるワインについて行員が一層理解を深め、国内外からのお客さまに

対して、その魅力を発信できるようになること、また、地元ワイナリーへの事業提

案や事業性評価を実施するための知識向上を目的として、自主参加型の勉強会を開

催した。 

 

【取組み内容】 

ワイン作りが盛んな地域（甲州市など）の営業店行員をはじめ、その他の地域の

営業店行員や本部行員など、総勢 39名が参加した。 

講師は地元ワイナリーの社長に依頼し、ワイン用のぶどう畑、醸造棟、発酵槽、

地下ワインセラーなどを見学しながら、ぶどう作り、ワイン作りについての講義を

受け、知識向上を図った。 

 

【今後の活用】 

 今回の勉強会をきっかけとして、ワイナリーについて知識を深めることができ

た。今後、各自が、積極的にワイナリーへの事業提案等が実施できる人材となるべ

く、更なる知識習得を図る。 

また、国内外からのお客さまなど、ワインに興味を持つ方々に対して積極的に山

梨のワインについて語り、情報発信することで山梨県産ワインのファンを増やし、

地場産業の活性化に繋げていく。 

人材育成に関するこうした取組みを継続的に実施することで、行員のレベルアッ

プを図り、お客さまへの提案力強化に繋げていく。 

 

 



 
 

 

銀行名  山梨中央銀行 

タイトル  地域の医療介護ニーズへの対応支援 

取組み内容 

 

【取組み経緯】 

・ 医薬品卸業を営むＡ社は、自社グループ内に調剤薬局Ｂ社および社会福祉法人

Ｃ会を有しており、グループの経営資源を活用した将来の事業展開を模索。 

・ Ａ社では、既にＣ会での特別養護老人ホームの開設を計画していたものの、開

設後も一次医療圏における介護サービスの供給が不足する状況を踏まえ、関連

事業への進出の検討を開始したいとの相談を受けた。 

・ 当行では、地域医療構想や地域包括ケアシステム等の医療介護業界の動向に関

する情報を提供し、事業モデルの検討に着手。 

・ マーケットの分析や関連法規の確認を踏まえ、グループ会社を含めた事業スキ

ームの検討および収支計画をＡ社とともに策定。 

・ また、施設建設地選定のための不動産情報についても提供。 

 

【事業スキーム】 

① 事業用地 

調剤薬局Ｂ社が賃借 

② 診療所（内科）兼訪問看護介護ステーション 

Ｂ社が建設し、本事業のために招聘した医師へ賃貸。 

（医師の個人事業として開始） 

③ 調剤薬局 

Ｂ社が建設し、グループ法人として新設したＤ社へ賃貸。 

（医薬分業を考慮し、Ｂ社の事業としない） 

 

【取組みの効果・成果】 

・ 地域において、診療所（外来）から訪問看護・介護、特別養護老人ホームまで

の一連の医療介護サービスの提供が可能となった。 

・ Ｃ会の特別養護老人ホーム建設にかかるつなぎ資金１５０百万円対応。 

・ Ｂ社による上記①②建設資金２５０百万円対応。 

 

【今後の展望】 

・ 診療所については、現状医師による個人事業の形態となっているが、将来的に

医療法人化し、Ａ社グループの中核的な位置付けとする予定。 

・ さらなる施設の多様化を図るため、サービス付高齢者向け住宅の開設について

も、今後検討していく予定。 

 



 
 

 

銀行名 山梨中央銀行 

タイトル 事業承継支援 

取組み内容 

 

【取組み経緯】 

人口減少･少子高齢化社会の到来により、事業承継は法人オーナーにとって喫緊

の経営課題となっている。このような背景のもと、当行では、お客さまの資産承継

（事業承継･相続対策）を支援する専担者「資産承継アドバイザー(※)」を本部に

配置（平成25年1月）。 

 お客さまの事業承継における課題解決や支援に向けて、当行グループ会社の山梨

中銀経営コンサルティング㈱や提携する税理士法人など外部機関との連携を強化

し、事業承継に係る具体的なスキームの策定や提案を行うことで、自社株移動等に

伴う「融資創造」を展開している。 

 (※)平成28年3月末現在 

法人推進部2名 

個人推進部3名（うち2名は保険会社からの出向者） 

西東京推進室1名 

 

【取組みの成果】 
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銀行名 山梨中央銀行 

タイトル 省エネルギー対策支援 

取組み内容 

 

【取組み経緯・支援内容】 

・ 東日本大震災以降、中小企業者のエネルギーコストが増大する中で、当行にお

いては、省エネ対策の支援を積極的に実施している。 

・ 具体的には、「山梨中央銀行 省エネ対策プログラム」を策定し、公的支援策を

活用した省エネ診断やアドバイスの実施、および省エネ設備の導入・更新に活

用できる補助金・税制優遇措置等の活用など総合的な支援を行っている（別紙

1参照）。 

・ 中小企業者向けの補助金等公的支援策が拡充していることを踏まえ、補助金活

用の促進を目的として、関東経済産業局の担当者を講師として、県内および西

東京地区で「平成28年度 経済産業省補助金説明会」を開催（全4回開催）。 

・ 補助金等の活用支援においては、当行の業務アドバイザーやメーカー等の外部

専門機関と連携する中で、申請書の作成支援を実施している。 

 

【取組みの成果】 

・ 平成26年 4月以降、経済産業省が実施する省エネ関連補助金において、23先

の申請支援を実施し、うち 14 先が採択されたことで省エネ設備の導入・更新

につながっている。 

・ また、採択先のうち7先に対しては、補助金の利用とともに、当行で融資対応

を行った。 

・ 今後も、省エネ関連補助金を切り口とした取引先の省エネ対策支援とそれに伴

う融資創造に積極的に取り組んでいく。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

「省エネ・節電診断」や、省エネ対策に対応する補助金等の活用サポート、資金調達に関する 

ご相談など、さまざまな情報をご用意し、中小企業のみなさまを応援いたします。 

専門家と連携して、省エネ診断やアドバ

イスを行います。 

公的支援策等の活用により、無料での

省エネ診断やアドバイスが可能です。 

 

省エネ設備の導入・更新に活用できる

補助金・税制優遇措置等公的支援策を

ご案内します。 

ご希望に応じて、補助金担当スタッフが

補助金申請のサポートを行います。 

山梨中央銀行では、みなさまの省エネ

対策を応援するため、省エネ対策に必

要な資金調達について、各種ローンを

ご用意しております。 

お気軽に当行へご相談ください。 

担当    TEL 

ＹａｍａｎａｓｈｉＣｈｕｏＢａｎｋ Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｐｒｇｒａｍ   



 
省エネ対策に関するアンケート 
 

今後の貴社への有益な情報提供、支援策のご提案等の資料とさせていただきますので、 
アンケートへのご協力をお願いいたします。 

 
 

１．省エネ対策をお考えですか？ 
①はい            ②いいえ 

 
２．省エネ設備への更新計画が具体的にありますか？ 

①ある（または検討中）    ②ない 
 
３．上記２．にて①ある（または検討中）と回答いただいた方には、補助金・税制措置等公的支

援策をご案内いたします。よろしければ、設備更新計画をお教えください。 

①時  期：       年      月頃 

②設  備：                 
   ※照明設備、空調設備、ボイラー設備、冷凍・冷蔵設備、生産設備（工作機械等）、輸送用機器等 

③投資規模：             百万円 
 

４．公的支援策を活用した省エネ診断をご案内いたします。診断のご希望はありますか？ 
①ある             ②ない 

 
５．補助金・税制措置等公的支援策や、省エネ対策に関する有益な情報をご提案いたします。１

ご連絡を希望する場合は、貴社ご担当者様をご記入ください。 

①連絡を希望する        ②連絡を希望しない 
 

貴 社 名  

ご担当者様  

ご連絡先   

Ｅ－ｍａｉｌ 
 

  
～～～ ご協力ありがとうございました。 ～～～ 

 
※本アンケートは、お取引店にお渡しください。 

 ※本情報は、当行およびグループ会社や提携会社の提供する金融商品やサービスに関するご提案に利用さ

せていただきます。 

 



 
 

 

銀行名 山梨中央銀行 

タイトル 職場体験学習の受入れ 

取組み内容 

 

【取組み経緯】 

・各学校が「道徳」や「総合学習」などの授業の一環として実施している職場体験学

習に協力している。 

 
 

【取組み内容】 

・内容 

― 銀行業務の説明、当行の概況 

― 支店（営業室など）見学 

― 応対・電話マナー、札勘・加算機体験 

― ロビーでのお客様対応（あいさつ、送迎など） 

― 質疑応答など 

・平成27年度実績 

― 実施回数  13回  

― 参加人数  82名 

 

【取組みの成果】 

・毎年多くの学校からの要請により、小学校低学年の職場見学から大学生への講義

まで、幅広く受け入れている。「銀行の仕事を知ることができた」「自分の生き方

や将来の進路を考える機会になった」などの好意的な感想をいただいており、有

意義なキャリア教育の機会として、各学校からの受入れ要請が多く寄せられてい

る。 

 



 
 

 

銀行名 山梨中央銀行 

タイトル 森林整備事業（里地里山保全事業）の実施 

取組み内容 

 

【取組み経緯】 

・平成 22年 9月に、環境保全活動に対する基本的な考え方を明確化するとともに、

役職員一人ひとりが自らの役割を自覚するため「環境方針」を制定した。 

その環境方針のもと、平成 23 年 8 月から持続可能な社会の形成に向けた環境保

全活動として実施している。 
 

  

【取組み内容】 

・内容 

― 耕作放棄地での野菜栽培等 

 耕作放棄地（653 ㎡）において、スイートコーンやジャガイモ等を栽培。 

― 森林の整備 

  荒廃した森林（4,759 ㎡）の間伐、山桜等 600 本の植樹、下草刈り。 

・平成27年度実績 

― 実施回数  5回  

― 参加人数 385名（平成23年8月以降延べ1,875名） 

 

 

【取組みの成果】 

・毎回約100名が参加しており、役職員の環境問題への意識を高めるきっかけとな

っている。また、本事業は地元の農業関係者の協力のもと実施しており、地域の

皆さまとの親交も図られている。 

 


